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一般社団法人多治見青年会議所２０１９年度 

６ 

第４６回ＪＣ青年の船「とうかい号」は本日行われる報告会を残すのみとなりました。 

  とうかい号の事業を思い返すと、昨年の１０月頃から募集を行い、オリエンテーション、結団式、出

航式、寄港式、帰港式と大変長きに亘って関わらせていただきました。 

 本年度、多治見青年会議所からは６名の一般乗船者を輩出していただきました。乗船費用も決して安

くはなく、７日間という大変長い期間お預かりさせていただく事業です。当委員会のメンバー、そして

メンバー乗船した虎山宗哲君と丹羽亮介君が一丸となり、一般乗船者の方に今後の人生にプラスになる

ものを持ち帰ってきて欲しいという思いで設営させていただきました。 

  乗船期間中は心配していましたが、船内広報誌や、寄港地での一般乗船者の元気そうな姿を見て、心

から安心することができました。また帰港式の際には一般乗船者の皆さまが本当に楽しそうに船内のお

話をされ、乗船前よりも一回り大きく成長された姿を見て、このとうかい号という事業の素晴らしさを

改めて感じました。そして私自身この事業に関わることができて本当に良かったと思いました。乗船者

の皆さま本当にお疲れ様でした。 

  最後になりましたが、事業をサポートしていただいたメンバーの皆さまに改めてお礼申し上げます。 

～第４６回ＪＣ青年の船｢とうかい号｣報告～ 

挑戦する人材育成委員会 委員長 加藤聖規君 



  

 南元訪韓を終えて 

総務・渉外委員会 常任理事 三和義幸君 

 新入会員紹介 

 

総務・渉外委員会 

佐藤
さとう

裕基
ひろき
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勤 務 先：株式会社 加藤組 

特 技：家事全般(特に料理) 

趣 味：料理、カメラ、ドライブ 

休日の過ごし方：いろいろな国の料理の再現にハマっています。変わった食材を求めてドライブついでに、

道の駅巡りなどもしています。 

メンバーへ一言：「正月っぽい漢字の入った加藤」で覚えていただければ幸いです。なお、「ヨシヒロ」と

読みますが、「ガユウ」でも反応します。私自身が JCの地域貢献・社会活動の一助とな

ればと思っておりますので、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。 

 インフォメーション 

ＪＣＩクリード 

The Creed of Junior Chamber International  

We Believe;  

That faith in God gives meaning and purpose to human life; 

That the brotherhood of man transcends the sovereignty of nations; 

That economic justice can best be won by free men through free enterprise; 

That government should be of laws rather than of men; 

That earth’ s great treasure lies in human personality; 

and That service to humanity is the best work of life. 

       ＪＣ宣言  

日本の青年会議所は 

混沌という未知の可能性を切り拓き 

個人の自立性と社会の公共性が  

生き生きと協和する確かな時代を築くた

めに 率先して行動することを宣言する 

        綱領  

われわれ JAYCEEは 社会的・国家的・国際

的な責任を自覚し志を同じうする者、相集

い、力を合わせ青年としての英知と勇気と

情熱をもって明るい豊かな社会を築き上

げよう。 

[事務局] 〒507-0831 岐阜県多治見市新町 1-23 多治見市産業文化センター 4F  

TEL:0572-23-5229 FAX:0572-24-0227 E-mail:info@tajimijc.com  

 

一般社団法人多治見青年会議所 

 

於 

於 

於 

於 

於 

 

 

 

７月 １日      ７月理事会議 

７月 ６日      ７月例会 

７月１３日～１４日  東海フォーラム２０１９ 

７月２０日～２１日  サマーコンファレンス２０１９ 

７月２７日～２８日  生き抜く力育成事業Ⅱ 
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６月１６日から１８日まで、姉妹ＪＣである済州南元ＪＣとの交流に済州島へ訪韓しました。  

１７日から済州島でＡＳＰＡＣが開催されるという大変お忙しい中でありながら、空港では南元ＪＣ

の多くのメンバーに出迎えられ、 大変心温まる歓迎を受けました。 

来年で姉妹交流も２０年を迎え、その記念すべき年をどのように交流するかについての会議も行われ

ました。お互いに大切な節目であり、今後も交流を通じて国境を越えた友情を育むことを約束し、引き 

続き議論を重ねていくことを約束しました。 

夜には盛大な歓迎会も開いていただき、ハンジマン会長をはじめ多くのＬＯＭメンバー、そして歴代

会長の方々もご出席いただき、楽しく食事をしながら友情を深めることができました。  

またＡＳＰＡＣではアジア２２ケ国のＬＯＭが集まり、盛大に開催され、その規模に圧倒されました。

国を超えてこれだけ多くのＬＯＭがある中、姉妹ＪＣと共に大会に参加できることは奇跡的であり、本

当にすばらしいものだと感じました。 

今回の交流を通じて、姉妹ＪＣの大切さと温かさ、友情は国境がないこと、そして今後もこのつなが

りを大切にしていかなければならないと感じました。残念なら訪韓できなかったメンバーも今後チャン

スは無数にあるので、ぜひご参加ください。 
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